
尭
噌
E

園
垣
間

n=十
一
園
田
互
理
由
唖
噛
冨
電

A
'
B
-
圃
一
日
現
骨
》

:f-'i"電安日一- r司ー~~プ同:ヨFIJ Il召

欝

第
十
九
四
国
際

続
計
協
曾
曾
議

記

怠

特

輯

韓

十輔

輯

園
際
勢
賃
統
計
・
・

-

-

a

・
・
・
・
・
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ツ
ア
ー
ン

統
計
事
に
於
け
る
賂
来
の
領
域
・
・
・
・
ヨ
ラ
ド
・
ヂ
ニ

保
護
関
税
の
合
理
化
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
撃
博
士
神
戸
正
雄

南
満
洲
に
於
け
る
我
租
税
制
度
・
"
・
控
室
博
士
汐
見
三
郎

租
税
滞
納
の
統
計
的
観
察
・
・
咽
・
・
・
経
費
苧
土
中
川
典
之
助

階
級
じ
よ
る
時
別
出
史
率
-

a

酢

4

刷
副
・
文
部
一
叫
十
一
一
円
同
問
保
尚

一
位
認
農
村
人
口
及
農
村
状
態
一
日
補
一
推
算
・
将
司
草
博
士
本
庄
柴
治
部

園
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
司
、
謬
・
・
経
由

Z
Z
岡

崎

文

規

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
関
々
係
・
・
経
済
肇
土
谷
口
吉
彦

米
穀
の
需
要
に
耽
い
て
・
・
・
・
・
・
-
綴

24土
人

木

芳

之

助

統
計
撃
の
課
題
託
景
気
漫
動
の
研
究
怖
さ
凶
率
土
地
川
虎
三

フ
ラ
ン
ス
長
け
る
景
気
震
動
環
測
論
・
・
経
済
事
士
松
岡
孝
見

金

融

統

計

特

に

通

貨

崎

計

に

就

い

て

経

済

撃

土

中

谷

賓

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・
経

Z
Z
盆

田

龍

雄

保
積
三
統
計
及
統
計
事
・
・
・
・
・
・
・
・
絡
波
書
主
小
島
昌
太
郎

比
較
研
究
法
三
一
統
計
の
比
較
・
・
・
・
・
法
墜
博
士
財
部
静
治

野
山
齢
制
制
記
念
講
演
曾
及
一
統
計
国
書
展
覧
曾
記
事

同
統
計
聞
書
展
覧
曾
出
品
目
録



幕
末
に
於
げ
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態

に
閲
す
る
一
推
算

本

庄:

業:

ム口
-wd

・-

耳目

一
、
序

言

私
は
裳
「
て
「
幕
末
に
舵
け
る
農
村
航
態
の
一
例
」
芯
題
す
る
小
論
念
公
じ
し
た
が
U

そ
れ
は
上
総
岡
武
射
郡
富
田

村
の
一
記
録
じ

t
っ
て
交
政
頃
の
誌
田
村
仁
お
灯
る
生
活
の
向
上
、
人
口
の
制
限
、
田
畑
荒
踏
の
状
態
を
遁
司
へ
た

も
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
記
録
に
は
富
田
村
に
於
げ
る
此
等
の
事
責
を
基
礎
注
し
て
武
射
郡
全
瞳
若
く
は
房
総
三

ケ
固
に
お
け
る
人
口
実
他
の
数
字
を
推
算
せ
る
も
の
が
あ

b
、

一
村
ぜ
し
て
は
小
な
る
数
字
も
之
を
三
ケ
岡
に
推

し
及
ぼ
せ
ば
大
な
る
も
の
さ
な
り
、
多
少
の
興
味
な
き
に
し
も
あ
ら
や
さ
考
へ
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
等
の
部
分
を

左
に
紹
介
す
る
こ
ご
ざ
し
だ
。

二
、
人
ロ

の

制

限

徳
川
時
代
に
間
引
の
一
般
に
行
は
れ
た
こ
さ
は
在
の
既
に
論
じ
た
露
で
あ
り
、
又
そ
れ
に
閥
す
乙
宮
町
村
の
数

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
関
ナ
る
一
推
算

第
一
一
一
十
二
念

A 
五

第

罰t

ノ、
ヨL

社曾科皐第一巻六盟主所哉、其後拙著 H.;i記枇曾額百毒患にも庖々に其~jf.貨を牧鋒
した。

r) 



幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
扶
態
に
閲
す
る
一
一
推
算

字
も
既
に
示
し
た
慮
で
あ
る
払
一
、
事
の
順
序
上
、
富
田
村
の
記
録
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
安
政
四
年
の
小
児
出
生
教
に

闘
す
る
院
を
引
用
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。

第
三
十
二
審

i¥. 
占

第

披

八
六

一7

.~? 
J丙J

高
千
三
百
八
拾
二
石
飴

k
線
園
武
射
郡
富
田
村

一
{
総
動
凡
百
九
十
六
刺

ー」
J
‘
a
t白
ι
:
P
Iリ
1
r
・rt
、L

河ゴ

世
一
月
J
V』
甘
ヘ
山
刊
訂
H

主

一
人
数
凡
千
人

但
右
同
断

一
出
生
の
小
児

二
十
六
人

同

村

拙著、人口及人口問題109頁以下 '5'頁以下
拙著、日:本祉曾経潜奥5'9頁
上楓園武射郡宮田村高家殺人別ノj、鬼生高取調帳

安
政
二
卯
年

一
家
数
百
拾
二
軒

一
人
数
五
百
拾
七
人

差
引

家
数

八
十
四
軒

j、
数

卯
年
之
方
減

四
百
八
十
三
人

安
政
四
巳
年内

五
人
程

痘
療
に
て
死
失
叉
者
盲
人
片
輪
等
に
て
廃
人
出
来
可
申
見
込
に
御
座
候

拾
四
人

相
績
之
子
弁
孫
之
類

内
拾
人

"f]: 

命

2) 

四
人

手E

失



..'~ ~陶』

是
は
経
娠
中
弁
病
気
等
之
分
薬
用
手
営
方
夫
々
御
談
議
被
成
下
候
は
〉
此
内
雨
三
人
者
存
命
可
仕
哉
に
奉
存
候

拾
武
人

安
男
三
男
共
外
男
女
之
分

内
九
人

手E

失

是
者
内
三
人
者
全
病
死
、
六
人
者
死
慢
に
て
生
れ
、
叉
者
出
産
後
無
間
も
病
気
に
て
相
呆
候
由
仁
者
候
得
と
も
、
十
事

賓
難
相
分
り
、
右
等
者
前
同
様
蔵
敷
御
数
議
被
成
下
候
は
、
七
八
入
者
存
命
可
仕
哉
に
奉
存
侯

λ、

存

命

是
者
外
一
同
夫
々
利
解
申
議
候
庭
承
伏
放
し
相
育
候
分
に
御
座
候

差
引
拾
三
人

十
任
命
之
分

tfi 

人

:VE:: 

昨ペ

右
者
去
ル
巳
年
私
共
村
内
有
形
井
見
込
乙
分
五
綿
取
調
候
庭
書
面
之
遁
御
座
候

右
の
敷
字
を
根
壊
さ
し
て
之
を
武
射
郡
金
韓
に
及
ぼ
し
、
更
に
上
組
下
組
安
房
三
ケ
園
に
及
ぼ
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
が
、
之
れ
を
簡
留
一
・
に
封
照
掲
記
す
れ
ば
衣
の
加
く
で
あ
る
。

武
射
郡
百
二
十
ケ
付

房

組

ケ

園

高

五
蔦
二
千
四
百
九
十
石
鎗

四
十
二
議
五
千
八
十
石
餓

上
塊
圃

下
総
園

六
十
八
議
千
犬
十
石
録

安
房
園

四
高
七
千
八
百
六
十
石
鈴

但
房
州
は
卒
園
程
も
子
間
曳
流
行
自
由
及
承
候
間
凡
企
・
高
田
積
P

合
高

百
十
五
高
四
千
石
像

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
関
す
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

第
一
波

八
七

八
七

よ樵園武射郡一郡高家数人jJlJ小児生高英外取調幅
安房上総下線、三ヶ園高家数人Z刷、児生害l取調i版

3) 
4) 



ド l 

元

雄

前

後

の

家

数

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
扶
態
に
闘
ナ
る
一
換
算

同

人

安

政

三

年

の

家

鍛

小
法
稼
人
別
入
不
孜
類
)

Ild 

A 

(
族
穣
人
別
入
不
致
類
)

差

ヨl
家

差

'11 

人

安
政
四
年
出
生
小
児
数

内

、

痘

癒

片

輸

等

長

子.....-ー問、
死容

号k

男

存死

穀教
長以

数盟t減減吾長命失下失命

凡
七
千
四
百
四
十
四
軒

凡
三
島
七
千
九
百
八
十
人

m
L
a
J「
目
百
払
ト
干

J
/
戸
一
町

ι-

』一

外
に
凡
二
百
五
十
軒

凡
一
一
一
環
二
千
二
百
五
十
人

外
に
凡
五
百
五
十
人

合
三
高
二
千
八
百
人

凡
七
百
四
十
四
軒

凡
五
千
百
八
十
人

凡
丸
官
八
十
七
人

凡
百
丸
十
人

五
百
三
十
二
人

三
百
八
十
人

百
五
十
二
人

四
百
五
十
五
人

三
一
白
四
十
一
人

百
十
四
人

第
三
+
ニ
巻

^ 
^ 

第
一
披

凡
十
穴
高
三
千
六
百
六
十
四
軒

凡
八
十
三
高
五
千
二
十
一
人

凡
十
四
官
同
千
六
百
七
十
一
一
軒

凡令外
t;但十に
十‘四凡

高高高五
:九 t百七二F
千石千四

に百百

十イナ六九
九十十十
人三八六

軒軒車干
七
分
五
庖

?i-
f亡

凡
一
寓
二
千
九
十
一
人

合
七
十
二
高
千
百
二
十
人

但
]
高
百
石
に
付
六
十
二
人
四
分
八
鹿

凡
一
高
六
千
四
百
九
十
六
軒

凡
十
一
高
三
千
九
百
一
人

凡
二
世
間
千
七
百
十
人

凡
四
千
百
士
十
五
人

一
高
千
六
百
九
十
人

八
千
三
百
五
十
人

千
三
百
四
十
人

一
寓
二
十
人

七
千
五
百
十
五
人

二
千
五
百
五
人

丹、

^ 



差

失 命

者主死
り亡
奉者
命理主
可白
但:内
見教
込議
白 に

ー
、
養
育
料
を
要
ナ
る

自
」
者

{
自
力
に
で
養
ひ
得

ベ
寺
者

四
百
九
十
四
人

一
蔦
八
官
五
十
五
人

四
百
九
十
=
一
人

一
高
八
育
五
十
五
人

四
百
二
十
七
人

九
千
三
宵
九
+
人

二
百
凶
十
四
人

五
千
三
百
六
十
五
人

百
八
十
一
-
一
人

四
千
二
十
五
人

*
戸
」
札
は
関
東
御
取
締
御
出
役
様
白
書
上
候
控
帳
上
り
計

算
し
た
る
も
白

二
の
根
郡
じ
よ
れ
ば
、
風
刺
一
ニ
ケ
刷
に
於
て

h

何
政
一
吋
の
数
人
耐
を
な
ち
ゃ
J
悦
京
識
hd
打ゐ
hJ
扮
て
眠
、
く
ご
き
は
m
巨
拭

子
の

『
八
千
三
百
五
十
人
俸
は
存
命
可
仕
候
得
共
、

業
傍
畳
高
三
千
三
百
六
十
人
俸
は
不
蔑
経
殺
可
被
致
宇
」
奉
存

候
問
、
幾
重
じ
も
御
愛
憐
之
御
沙
汰
奉
願
上
候
』
さ
遁
ぺ
て
ゐ
る
。

ヘ
次
男
以
下
白
存
命
者
は
敬
訟
を
護
せ
し
結
果
に
外
な
ら

戸
ぎ
る
故
国
主
子
存
命
以
外
は
ナ
ベ
て
死
亡
す
べ
奇
も
白
と

し
で
数
へ
た
J

も
白
で
あ
る
¥

夏
に
安
政
四
年
乃
歪
高
延
元
年
の
宮
田
村
に
お
け
る
小
見
出
生
数
は
失
の
如
く
で
あ
っ
て
、
出
生
数
ち
生
存
率

ち
共
に
増
加
し
て
ゐ
る
。

安

年

政

四

同

五

年

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
閥
ナ
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

A 
九

ノi¥.
:ft. 

出

生

数

tf. 

死

生

容

率

安政四年より午未申四ヶ年目同房総三:r[剖小見出生高取調書。

命

亡

二
十
六
人

十

三

人

五
O
M
P

+
=
一
人

二
十
六
人

十
一
七
人

人

大
五
・

九

第
一
波



幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
扶
態
に
闘
す
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

ブL
O 

九
O 

第

盟主

安

年

二
十
九
人

七

人

七
五
・
八

十

人

政

占

ノ、

高

E豆

フ官

年

三
十
一
人

人

七
回

寸-

A 

l¥. 

合

言十

百
十
二
人

一
十
七
人

七
十
五
人

今
之
を
房
総
三
ヶ
固
に
推
及
ぼ
す
な
ら
品
、
そ
の
結
果
は
次
の
如
〈
で
わ
る
。

出

主投

存

命

亡

前
年
よ
り
増

死

生

'五?

j"f' 

十
品
八
百
Y
A
十
五
人

↓
一
時
?
と
百
十
人

一
市
内
へ
一
臼
正
十
十
九
人

I吹

，，，' 

安

年

七
千
五
百
十
五
人

一
高
四
千
百
九
十
五
人

二
宮
内
千
七
百
十
人

三
千
三
百
四
十
人

政

五

安

五
千
八
百
四
十
大
人

政

占

ノ、

二
議
四
千
二
百
十
六
人

一
高
八
千
三
百
七
十
人

四
千
百
七
十
五
人

年

高

延

有三

八
百
三
十
五
人

六
千
穴
百
八
十
人

二
高
五
千
八
百
八
十
五
人

一
高
九
千
二
百
五
人

7c 

合

i~t 

九
寓
三
千
五
百
二
十
一
人

高
八
百
九
↓
大
人

六
高
二
千
六
百
二
十
六
人

右
四
ヶ
年
出
生
合
計
九
高
三
千
五
百
二
十
一
人
の
う
ち
、
三
高
五
千
九
百
七
十
人
は
是
迄
通
h
ノ
数
融
不
致
候
て

も
自
然
可
相
養
相
績
子
の
類
ざ
し
、
五
高
七
千
五
百
五
十
一
人
は
是
迄
之
通
散
識
不
致
候
は
、
不
接
続
殺
可
致
分

ご
し
て
計
算
し
て
ゐ
る
。

=
一
、
設
岨
費
の
計
算

間
引
の
随
習
を
矯
正
し
人
口
の
増
加
を
計
る
た
め
に
、
営
時
各
地
に
於
て
種
々
な
る
方
法
の
行
は
れ
た
こ
さ
は

明
か
で
あ
る
料
、
そ
の
中
養
育
手
営
金
を
支
給
し
た
例
が
少
く
な
い
。
富
田
村
の
事
情
に
つ
い
て
見
て
も
、
安
政

向上
拙著、人口及人口問題 121頁以下



四
年
以
後
出
生
敷
は
増
加
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
『
在
風
情
の
も
の
に
御
座
候
て
ら
朝
夕
申
議
候
得
は
自
然
ご
承
伏

い
た
し
育
候
様
相
成
申
候
〕
ご
あ
っ
て
、
小
児
養
育
の
散
論
若
く
は
仕
法
が
行
き
届
か
ば
、
以
上
の
如
く
存
命
者

は
増
加
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
際
窮
民
救
梅
小
児
養
育
の
方
法
を
立
て
ら
れ
た
〈
、
ぞ
れ
が
た
め
に
要
す
る

費
用
は
大
韓
突
の
如
く
に
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
。

郡

武

射

一

金

百

二

十

二

両

凡
二
百
四
十
四
人
薬
代
弁
御
救
手
営
金
一
人

に
付
金
二
分
宛
被
下
候
積
り

ペdλ
百五

ノ、

ぺト

i両』

:，，)-

4ミ

凡
九
百
八
十
七
人
除
種
痘
一
人
に
付
金
一
山
本

也
由
F
完
走
H

ヲ
一
日
一
刊
早
!

一
金
五
百
三
十
六
両
鈴

下大軒極
候十の困

積八内第
四車千四に

、十て

一軒小
軒位見
に白養

付見策
金込健
二にも

l可での

宛此共
御家凡
手数家
営三歎
被百百

一
金
二
百
六
十
珂
鈴

軒てヨ慨

に寺室主
ヲ金書E
者二街
二両白
軒宛も
の御の
見手凡
込営百

被三
下十
候軒
積徐
り、

凡軒
eftc 

金

一村三膝
日数度妊
金百宛見
一二一廻
分十日 9
宛ケ三留
御付ケ師
手、村御
営此宛手
被廻見宮
下日廻金
銭敷り
積百候但

二積一
ー十回ケ
目、年
、4、-
】ー

十

I可

餓

合
計
金
千
九
両
二
分
三
朱

房

総

三

ヶ

圃

一
金
二
千
六
百
八
十
二
河
二
分

同
上

五
千
三
百
犬
十
五
人

一
金

f
一
一
↓
百
五
十
六
何
一
一
一
分
二
朱

同
上

E

J

川
地
「

b
ぽ
」
l
k

一
金
一
高
千
七
百
七
十
四
珂

同
上

宗
教
五
千
八
百
八
十
七
軒

一
金
五
千
八
百
八
十
六
両

同
上

凡
二
千
九
百
四
十
三
軒

一
金
一
一
百
二
+
珂

同
上

凡
二
千
六
百
三
十
八
ケ
村
此
廻
日
数

凡
八
百
八
十
ケ
日

合
計
金
二
高
千
九
百
十
九
両
一
分
二
朱

然
ら
ば
こ
の
費
用
を
如
何
に
し
て
捻
出
す
べ
き
で
あ
る
か
、
そ
の
財
源
は
如
何
、
そ
れ
は
突
の
如
き
計
査
ぜ
な

っ
て
居
る
。

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
閥
ナ
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

7L 

第
一
披

九

窮民御撫育仕法書
上機岡武射郡ー郡高案書t人1llJd、見生高羽:外取調帳
安房上総下総御撫育金取調書
同上
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〉
)
)

2

3
斗

5
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ー

!

噸・1
5

i加

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
妖
態
に
関
ナ
る
一
推
算

武

皇f

郡

金

仰村
付身
候身
積元

中目
毘i
ι》

者
;!lミ
よ

ー鴛
安;‘
力日
I‘ 
納
被

千

両

一

金

四

百

五

十

両

右
上
納
金
を
猿
屋
町
御
貸
附
所
伺
御
廻
し
放

下
、
一
ヶ
年
一
割
五
分
御
食
附
白
積

金

無
実
加
白
血
百
円
屋
凡
一
三
臼
軒
k
見
込
、

付
金
二
一
四
宛
上
納

一
人
に

4 勾

ノ、

百

珂

:
川
正
一
山
口

山
札
校
州
民
九
十
七
軒
、
北
法
一
両
ル
コ
一
千
八
目

石
鉱
の
見
込
.
高
官
右
に
什
金
一
一
二
向
先
土
納

~fi 

l町

金

両

造
酢
屋
大
軒
、
遺
高
二
一
白
石
と
見
込
、
右
同

防

~ 
ノ、

一
金
二

商
人
一
ヶ
年
賀
高
千
珂
位
よ
り
小
商
人
に
至

る
ま
で
冥
加
差
出
さ
せ
度
、
割
合
の
儀
は
甲

乙
も
御
座
候
へ
ど
も
凡
見
込
を
刊
似
て
申
上
候

百

四

十

両

日
正
は
前
書
金
高
平
均
割
付
候
得
は
一
人
前
金
一
分
宛
に
相
賞
申
候
。
是

は
富
田
村
百
十
三
軒
目
内
商
人
凡
十
六
人
。
右
を
以
て
-
郡
に
相
積
り

候
c

尤
も
呉
服
屋
杯
は
十
金
申
付
候
て
も
不
害
族
も
相
見
h
H

申
候
問
、

十
両
頭
一
分
落
に
も
敬
仰
付
候
て
多
分
白
金
高
に
相
成
可
申
窓
存
候
。

合
計
金
四
千
四
百
十
一
一
四

内

金
三
千
両

御
貸
付
元
金
御
貸
居
分

金
千
九
両
二
分
=
一
朱

御
手
営
英
外
渡
分

主主

金
四
百
一
一
向
一
分
一
朱

是
者
残
金
宥
之
候
は
は
前
書
上
納
金
致
し
候
も
の
共
b
無
利
足
に
て
元

金
白
内
M
H

年
々
御
下
波
被
成
下
、
夫
々
御
下
げ
切
相
成
候
上
者
、
右
食

附
白
方
M
H

御
廻
し
年
一
割
五
分
御
貸
付
白
積
り

第
三
十
二
巻

第

就

7L 

房

総

ヶ

国

一
金
六
高
五
千
九
百
五
十
五
両

一
金
九
千
八
百
九
十
三
同
一
分

一
金
一
高
三
千
二
百
両

九

同
上
、
上
納
金

同
上
、
利
金

同
上
、
凡
六
千
六
百
軒

一
金
二
千
五
百
八
判

司
川
吋
ト

u-
}L凡
/円、-.. 
1副首

4'-[.' 
プ行~!J
主iH
x; 

一
金
百
三
十
二
両

同
上
、
凡
百
三
十
二
軒

凡
四
千
四
百
石

一
金
五
千
二
百
八
十
寓

同
上
、
凡
二
蔦
千
百
二
十
肝

合
計
金
丸
首
向
六
千
九
百
大
十
八
両
一
分

内

金
宍
高
五
千
九
百
五
十
五
両

金
二
蔦
千
九
百
十
九
両
一
分
ニ
朱

浅
金
九
千
九
十
三
両
二
来

同
上

同
上

向
上



司
1
4零時五一一一

3
A
地
一
一
…
控
室
議
離
購
~

士宮I ー

か
〈
の
均
く
富
格
者
よ
り
の
上
納
金
を
利
殖
し
、
且
質
屋
・
遣
醤
油
屋
・
遁
酢
屋
・
商
人
等
仁
川
営
業
税
の
・
却
さ
も

の
を
謀
徴
し
.
そ
れ
に
よ
っ
て
救
他
費
を
支
出
せ
ん
さ
す
る
計
畜
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
手
営
を
支
給
す
る
時
期

に
つ
い
て
は
『
五
月
の
儀
は
田
方
植
付
中
故
俸
業
出
来
不
申
、
窮
民
共
は
奮
穀
之
牽
候
節
に
御
座
候
間
別
段
相
助

b
申
候
。
十
二
月
の
憶
は
月
遁
之
事
故
同
断
相
助
h
J
申
一
候
。
右
ニ
ヶ
月
に
御
救
米
金
御
下
ケ
奉
一
周
一
院
』
ご
い
ひ
、
ま

た
冥
加
上
納
金
の
取
立
方
に
就

τ担
曲
を
勝
目

U
虞
な
き
ゃ
さ
の
懸
念
も
あ
ら
ん
か
な
れ
ざ
も
、
そ
れ
に
は
衣
の
如

き
方
法
を
採
ら
ば
其
憂
も
な
い
で
あ
ら
う
守
」
詑
い
て
居
る
。
郎
ち
日
〈

『
一
金
何
程
村
所
名
前
等
松
板
い
柑
記
し
春
納
自
分
冬
山
海
、
冬
納
心
分
審
納
迄
、
右
世
話
役
の
門
前

b
降
躍
、
常
其
村
々
者
村
丈
ケ
の
分
同
様
相
認

高
札
場
杯
h
N

法
山
位
候
絞
殺
仰
什
紋
下
車
瓜
柑
町
村
t
A

私
巴
取
計
出
来
申
間
敷
奉
存
候
。

4
A
某
金
高
田
甲
乙
白
儀
は
所
役
人
井
世
話
役
珂
=
一
人
目
見
積

を
以
申
什
候
は
ふ
非
分
の
取
計
有
之
問
敷
と
奉
存
偽
一
』

猶
、
上
掲
の
費
用
計
算
中
に
種
痘
の
費
用
が
見
積
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
交
政
酉
年
に
種
痘
を
施
し
た
鹿
が

小
児
一
向
に
来
ら
子
、
業
わ
け
は
『
親
子
共
紅
粉
衣
類
等
飾
り
不
申
候
て
は
近
隣
村
ね
出
候
事
も
深
〈
恥
ご
心
得

稀
に
去
一
'O

候
も
の
共
は
絹
縮
緬
似
忠
則
候
衣
類
拓
着
用
致
し
候
始
末
に
御
座
候
問
、
困
窮
人
は
右
等
さ
同
遣
を
恥
辱

ご
存
信
用
致
し
な
か
ら
も
参
り
不
申
〕
さ
い
ふ
有
様
で
あ
り
、
然
ら
ば
さ
て
醤
師
廻
村
し
て
強
制
す
る
わ
け
に
も

行
か
字
、
ま
た
業
場
合
風
間
師
に
聾
す
る
謝
鵡
等
を
心
配
す
る
も
の
も
あ
り
、
従
っ
て
舟
来
か
L

る
心
配
な
〈
村
中

一
同
が
種
痘
を
受
け
ら
る
、
ゃ
う
ド
し
、
種
痘
を
受
〈
れ
ば
流
行
痘
じ
て
死
す
る
こ
ご
も
な
く
、
人
口
の
減
少
を

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
騎
ナ
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

九

第

司書t

九

帳調取h
グ宜

(
官
両生児p

b
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書
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末
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虚
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幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
航
態
に
闘
ナ
る
一
株
算

• 

第
三
十
二
巻

:iI. 
四

第

披

九
四

肪
ぎ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
の
費
用
を
見
積
っ
た
も
の
で
あ
る
。

回
、
鹿

ポ「

制t

寵E

徳
川
時
代
に
於
て
農
民
は
衣
食
住
の
各
方
面
に
一
日
一
っ
て
種
々
の
制
限
を
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
世
上
一

般
に
生
活
必
v

同
上
す
る
じ
つ
れ
w

農
民
め
一
生
活
も
ま
た
大
な
る
掛
化

k
Zり
た
。
官
田
村
の
記
鍬
中
「
百
姓
th
開

窮
に
陥
候
始
末
書
」
に
は
衣
食
住
各
方
面
に
一
旦
り
個
々
の
事
例
を
示
し
て
そ
の
生
活
向
上
を
設
い
て
ゐ
る
抗
、

zh

れ
等
の
費
用
を
見
積
っ
て
次
の
如
く
計
算
し
て
居
る
。

茶菓煙味失

Al. 

樹
木
庭
遣
類

.馬

駄具

類類

下酢

一
軒
に
付
凡
金
二
未

子

分

同

草

同

分

。曾

同

類

同

両

分

馬
数
凡
千
五
百
疋

一
疋
に
付
凡
一
一
向
二
分
一

一

人

に

付

一

朱

一
軒
に
付

両分

鼠4

高す

八
百
三
十
七
両
二
分

三
千
=
一
百
五
十
両

三
千
三
百
五
十
両

六
千
七
百
両

一
高
五
+
両

千

I可

音量

二
千
二
百
五
十
両

二
千
五
十
両

千
六
百
七
十
五
両

罰:

房

親l

ケ

匝b

一
高
八
千
三
百
九
十
六
両

七
高
三
千
五
百
八
十
四
両

七
高
三
千
五
百
八
十
四
両

十
四
蔦
七
千
百
六
十
八
両

二
十
二
高
七
百
五
十
二
一
向

ニ
高
千
九
百
八
十
五
両

四
古
円
九
千
四
百
二
十
五
両

凶
高
五
千
七
十
両

蔦
六
千
七
百
九
十
六
両

拙著、日本枇曾経済史、 326頁
房線、三ヶ園賀高取調帳

1) 
2) 
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A
4
州

川

古

川

梢

川

市

1
h
d
山内

帽

子簿

醤

珂

十
四
雷
同
七
千
百
六
十
八
両

f由

同

大
千
七
百
両

料

I可

六
千
七
百
両

十
四
宮
内
七
千
百
六
十
八
両

理

同

質

珂

穴
千
七
百
両

十
四
孫
七
千
百
六
十
八
両

類

同

合

五
高
千
三
百
六
十
二
両
二
分

百
十
ニ
蔦
八
千
二
百
六
十
四
両

ITt 

右
の
計
算
じ
っ
き
克
仁
附
言
し
て
日
く
『
右
拾
二
ケ
俸
の
口
問
農
之
暇
手
作
に
て
事
足
り
、
有
飴
貰
代
な
し
来
候

慮
、
其
儀
・
笹
川
之
、
皆
々
求
一
候
様
相
成
申
候
問
、
出
入
に
て
は
十
高
清
憐
(
均
一
位
)
の
費
念
相
成
可
申
哉
ド
奉
存

候
』
ざ
い
ひ
、
房
組
三
ヶ
国
仁
つ
い
て
は
、
葉
樹
凡
三
百
高
雨
に
上
る
ぺ
し
ご
し
て
ゐ
る
。

瓦
じ
ま
わ
ん
間
引
の
に
め
じ
人
口
減
少
し
、
朕
諜
持
力
の
一
欠
乏
な
生
じ

h

且
具
一
他
の
事
情
よ
ち
閏
畑
の
荒
腐
を
生

じ
た
る
こ
さ
は
諸
書
に
見
ゆ
る
露
で
あ
る
が
、
そ
の
事
情
は
房
総
地
方
に
於
て
も
亦
同
様
で
あ
っ
た
。
殊
に
富
田

村
に
つ
い
て
は
「
間
引
流
行
後
魚
田
畑
荒
地
多
相
成
候
始
末
書
」
に
於
て
間
引
に
よ
る
田
畑
荒
殿
の
事
情
を
説
明

し
‘
猶
「
百
姓
共
困
窮
じ
陥
候
始
末
書
」
に
於
て
は
百
姓
の
生
活
向
上
の
た
め
、
従
来
上
田
上
畑
さ
し
て
米
委
等
を

作
り
し
慮
も
、
今
は
蓮
根
、
慈
姑
、
芹
、
長
芋
実
他
料
理
用
の
野
菜
そ
植
え
、
ま
た
下
駄
用
の
桐
木
を
造
り
、
之

れ
が
た
め
米
安
作
の
回
畑
を
荒
廃
せ
し
む
る
結
果
ざ
な
り
し
こ
さ
を
説
明
し
て
ゐ
る
ο

且
ぞ
れ
等
に
基
い
て
房
娘

三
ヶ
闘
に
お
げ
る
荒
地
面
積
を
推
算
し
た
も
の
が
あ
る
。
却
も
左
の
如
し
。

『
一
、
高
百
十
五
議
四
千
石
餓

コ
村
致
凡
二
千
六
百
三
十
八
ケ
村

房
三
ヶ
国

同

断

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
闘
ナ
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

第

競

九
五

九
五

拙著、日本社曾経理年史 572支
房線三ヶ園東地高取調帳

:j) 
4) 
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幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
関
す
る
一
持
算

第
三
十
二
傘

九
ノ、

第
一
放

九
ノ、

樹
木
植
附
在
之
分

一
、
上
畑
五
百
二
十
七
高
千
六
百
九
十
坪

此
反
別
千
七
百
五
十
七
町
二
一
比
一
-
一
畝
歩

同

1!Jt 
揚

2夢

同

大
王1

之
は
者
代
長
じ
人
々
桐
の
下
駄
の
み
相
問
候
分
の
事
に
御
座
候
。
委
細
は
百
姓
共
悶
窮
に
陥
候
始
末
書
白
内
に
認
め
在
之
彼

蓮
怒
姑
芹
杯
楠
品
川
在
之
分

一
、
上
回
七
千
九
百
十
四
枚

此
坪
数

三
百
九
十
五
市
内
七
千
坪

同
氏
別

千
三
百
十
九
町
歩

同

取
揚

米

之
は
全
〈
者
に
長
じ
候
よ
り
料
理
草
等
柑
付
在
之
候
分
。
委
細
は
百
姓
北
九
困
窮
に
隠
候
始
末
書
の
内
料
理
の
部
に
相
記
し
候

長
芋
其
外
料
理
草
植
付
在
之
分

一
、
上
畑
七
千
九
百
十
四
枚

此
坪
数

右
同
断

同
反
別

同

同
取
揚

喜善

同

大
豆

右
同
断

上
鴻
武
射
郡
百
二
十
ケ
村
に
在
之
候
木
歎
凡
二
蔦
四
千
木
、
右
を
以
て
三
ヶ
固
に
相

積
り
候

但一房
ーケ線

枚村三
議長田ケ
二二数園

十主義
問問づ
此ふ
坪
五
百
坪

右
間
断



Z議

寝室
公沼

房
越
三
ヶ
園

， ，，~'"' 

一
ケ
村
埋
め
国
十
枚

但
一
議
珪
閑
此
坪
百
五
十
坪

此
坪
数

て
回
数
凡
ニ
高
六
千
八
百
枚

凡
四
百
二
十
宮
内
坪

同
反
別

同
取
揚

千
三
百
四
十
町
歩

右
は
人
々
目
前
田
利
潤
に
走
り
悦
よ
り
砂
押
田
に
不
成
様
と
喝
、
相
埋
往
来
の
傍
M
H

家
作
致
商
ひ
渡
世
致
居
候
分

米

右
同
断比

同
庁
毅

一
、
畑
数
凡
二
世
間
六
千
八
百
枚

右
同
断

同
日
以
別

同
取
揚

同右
同
断

右
目
閤
剛

日間ヨ韮大
豆

一
、
東
麗
回
凡
-
一
百
枚
齢

十
六
高
七
千
枚

房
縛
三
ヶ
国
の
援
舎
に
相
旋
り
健
分

但
一
枚
一
時
一
一
一
刊
欄
此
坪
六
百
坪

同此
坪
毅

同
反
別

同
取
揚

上
越
国
武
射
郡
富
田
村

一
億
二
十
高
坪

一
高
三
千
四
百
町
歩

右
は
人
別
タ
に
付
金
手
品
開
り
荒
地
位
相
成
居
候
分
。
委
細
は
間
引
流
行
後
田
畑
東
地
多
に
相
成
候
始
末
書
に
相
記
し
候

米

幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
閲
ナ
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

第

務

九
七

九
七
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幕
末
に
於
け
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
閲
す
る
一
推
算

第
三
十
二
巻

九
/¥. 

第
一
競

九
月、

一
、
斑
麗
畑

四
百
枚
絵

上
組
閣
武
射
郡
宮
岡
村

此
坪
取

一
億
六
千
七
百
高
坪

房
総
三
ヶ
園
田
振
令
に
相
積
り
候

宜

7
究
長
二
十
五
間
止
平
正
百
平

f
-
1棋
二

十

関

1
1

同

三
十
三
高
四
千
枚
除

同
反
別

五
前
向
五
千
六
百
六
十
町
六
反
六
畝
歩

阿
取
揚

三塁手

同

大
一
豆

右
同
断

右
民
別
白
義
は
安
房
上
摺
下
組
=
一
ヶ
園
高
家
吸
入
別
小
児
生
高
取
調
帳
白
内
に
相
記
し
候
高
十
五
高
五
千
八
百
石
歓
の
荒
地
に
相
営
可
申
哉
に
奉

存
候
』

右
の
最
後
に
記
せ
る
高
拾
五
高
五
千
入
百
石
像
ご
あ
る
は
、
房
総
三
ク
固
の
家
数
人
別
に
つ
き
一
冗
蔽
年
間
ご
安

政
二
年
ど
を
比
較
せ
る
際
、
戸
口
教
の
滅
少
よ
り
見
て
、
ぞ
れ

rり
の
荒
地
ゐ
る
ぺ
し
ご
せ
る
も
の
で
あ
る
。
部

も
安
政
二
年
の
分
を
元
職
の
分
芝
比
較
せ
ば

『
家
数
凡
一
高
大
千
四
百
九
十
六
軒

減

此
家
数
に
て
耕
候
丈
の
高

凡
十
二
高
一
九
千
三
百
石
絵

人
数
凡
十
一
高
三
千
九
百
一
人

減

此
人
数
に
で
耕
候
丈
白
高

凡
十
八
蔦
一
一
千
三
百
石
品
目

包
右
家
数
人
別
に
際
じ
取
調
候
高
両
様
平
均
凡
高
十
五
世
間
五
千
八
百
石
品
開
白
荒
地
は
必
定
有
之
候
に
相
違
無
御
座
候
。
ト

却
も
右
の
計
算
に
よ
っ
て
見
れ
ば
房
総
一
ニ
ヶ
園
百
十
五
高
四
千
石
像
の
中
拾
五
高
五
千
八
百
石
除
却
も
約
一
割
が



荒
地
ぎ
な
れ
る
勘
定
で
あ
る
σ

玉
、
結

言

以
上
一
市
し
わ
ん
数
字
は
富
田
村
に
於
げ
る
も
の
の
外
は
、
ぞ
れ
を
基
礎
さ
し
た
推
算
で
あ
っ
て
、
賓
数
で
は
な
い

か
ら
不
正
確
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
而
も
出
単
純
な
る
想
像
に
よ
る
数
字
で
は
な
く
・
石
高
、
戸
数
、
人
口
等
を
標

準
ご
し
且
安
、
房
副
は
間
引
慣
習
甚
し
、
さ
わ
ん
め
字
国
の
高
ざ
し
て
勘
定
す
る
等
、
多
少
の
ヲ
エ
イ
ト
を
も
附
し
て
お

る
批
鮮
で
わ
ゐ
が
り
、
吋
ぺ
の
意
味
に
仙
川
℃
幾
分
の
慣
値
わ
る
こ
ご
か
ご
も
特
へ
ら
れ
る
。
ふ
立
花
富
田
村
じ
お
け
る

調
査
が
、
如
何
な
る
税
度
の
厳
密
さ
を
以
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
明
か
な
ら
や
、
従
て
之
れ
が
標
準
的
調

査
ご
し
て
の
償
値
如
何
ざ
い
ふ
ニ
さ
も
未
忙
明
か
で
な
い
が
、
兎
に
角
或
る
標
準
的
調
査
を
な
し
ぞ
れ
を
場
所
的

じ
推
算
し
て
行
く
方
法
は
、
或
る
場
合
に
は
認
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
況
や
数
字
に
つ
い
て
は
割
令
に
無
関

心
で
あ
っ
た
徳
川
時
代
に
、

既
に
か
、
る
推
算
が
行
は
れ
た
の
み
な
ら
子
、
経
梼
事
情
の
説
明
井
に
之
が
封
策
を

数
字
じ
よ
っ
て
基
礎
付
け
ん
ざ
す
る
如
き
方
法
の
採
ら
れ
た
こ
ご
は
、
大
に
注
意
す
ぺ
き
こ
さ
で
あ
る
。
要
す
る

に
右
の
記
録
は
翠
に
推
算
ざ
し
て
排
斥
さ
る
ペ
き
も
の
で
は
な
く
、
我
闘
の
統
計
史
の
上
か
ら
見
て
若
干
の
意
義

を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
さ
考
へ
る
。

幕
末
に
於
げ
る
農
村
人
口
及
農
村
状
態
に
閥
ナ
る
一
撚
算

第
三
十
二
巻

7t. 
1L 

第
一
一
披

7t. 
大a


